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問，たとえば「カウンセリングと精神

倉光 修，桑原知子 編

カウンセリング＊ガイドブック

平木典子

近年，カウンセラーや臨床心理士といった職

業名は一般に広く知られるようになり，心理的

支援の必要に迫られている人も多数に上ってい

る。しかし，一般の人々がその人たちがどこで

働いているのか，実際，どんなことをしている

のかといったことを知っているかというと，き

わめて疑わしい。つまり，いざ，心理的支援の

必要に迫られた人々は，その内容も場も不確か

であることに戸惑い，右往左往するのが普通で

ある。また，カウンセリング・心理療法関係の

専門家の間でも，共通理解が十分に成り立って

いるとは言い難い。

本書は，そんな日本の心理臨床の現状への一

つのチャレンジとして，そしていつの時代にも

存在する心理的支援を求める人々への水先案内

(ガイドブック)として書かれている。

本書の内容と編者らの姿勢の特徴は，表紙カ

ヴァーの案内文に端的に示されているように，

現役のカウンセラーの臨床体験が強力な原動力

になっていることである。いわく，『カウンセ

リングとは何か。心の傷や心の病が治るとはど

ういうことなのか。不登校，神経症，自傷，う

つ病，統合失調症などの多様な 心の問題>に

カウンセラーはどのように対応するのか……現

役のカウンセラーが自らの臨床体験を踏まえ

て，やさしく解説します。カウンセラーは最後

まで希望を捨てません。過去は諦めても，未来

は諦めないのです』

また，上記のねらいは，本章の構成にも明確

に表れている。

まず，序章「カウンセリングに行く前に」で

は，カウンセリングについてよく出る疑問や質

いる。

第Ⅱ部「カウンセリングの対象

科・心療

内科はどう違うのか」「どんな問題でうけるの

か」「どこへ行けばいいのか」など15項目につ

いて答え，心理的支援への道が多様な分野にわ

たり，多様にあることを知らせる。

第Ⅰ部「カウンセリングの一般的プロセス」

の構成もユニークである。まず，カウンセリン

グにたどり着くルートを①自分の問題を意識し

てカウンセリングを受けるクライエント，②家

族や友人など周囲の人の問題でカウンセラーの

もとを訪れるクライエント，③周囲の人に連れ

てこられてカウンセラーに出会うクライエント

に分け，クライエントの動機づけ，カウンセラ

ーとの関係の結び方，カウンセリング・プロセ

スなどの異同について，実例を示しながら解説

し，同時にカウンセリングの一般的プロセスも

示して

用語

が出てこざるを得なかったことで

となる心理的

問題」では，子どもの問題，神経症，身体化，

行動化，統合失調症・うつ病・人格障害，人生

の問題の6章で，さまざまな症状と問題を描写

し，それらの克服への道の探り方を解説する。

第Ⅲ部「用語集」を編者が編んだ意図は，お

そらく本書が一般の読者に向けて書かれている

にもかかわらず，本文中に心理臨床の専門

院臨床心理学専攻)

頁

，それらを平

易に解説しようとしたのであろう。ありがたい

心配りであると同時に，難しい用語が多いこと

に驚かされもした。

(東京福祉大学大学

書店

Ⓒ
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 
L
td

定価 円（本体

円＋税） 岩波07
,2
0

号数時に（ ）変更のこと!・月数初校

2026/09/22 22:13:42


